
チ
ョ
ウ
ヒ
デ
ツ
ラ
長
英
連
遇
制
柄
九
郎
左
衛
門
・
一
て
、
由
民
宗
東
涯
に
臨
す
る
。
も
と
道
場
で
あ
っ
た
が
、

封
勝
守
。
初
諦
網
辿
。
父
敬
辿
の
職
残
し
た
昨
年
前
一
明
治
十
ご
年
六
周
寺
鋭
公
稽
の
許
可
を
得
た
。

幼
か
っ
た
か
ら
、
家
臣
は
之
を
準
じ
て
潜
隠
し
た
が
、
一
チ
ョ
ウ
フ
ク
ジ
長
福
寺
鹿
島
郡
七
尾
に
在
つ

長
ず
る
に
及
び
再
び
踊
っ
て
穴
水
城
に
撮
っ
た
。
享
一
て
、
長
宗
東
振
に
鹿
す
る
。
も
と
近
江
凶
に
居
り
、

機
四
年
越
前
の
朝
食
宗
摘
は
、
越
中
の
狩
野
勝
監
と
・
一
・
次
い
で
江
泊
郡
大
器
寺
・
路
島
都
凶
分
に
移
り
、
叉

謀
り
、
本
願
寺
の
家
宰
下
閉
鎖
秀
・
額
盛
を
加
賀
に
一
今
の
腕
に
鱒
じ
た
と
い
ふ
。
慶
長
二
年
七
周
十
二
日

挟
準
し
よ
う
と
し
た
時
、
英
辿
も
之
を
援
け
、
七
随
一
前
倒
利
家
の
笹
山
肌
に
は
府
中
政
信
坊
と
書
き
、
後
に

な
る
鼠
山
氏
の
諸
怖
と
北
ハ
に
河
北
部
に
出
張
し
、
十
一
路
島
郡
阿
波
の
鰯
顕
を
勤
め
た
o

一
周
二
日
一
授
と
謝
助
畷
に
戦
う
た
が
、
撤
兵
衆
多
一
チ
ョ
ウ
フ
タ
ジ
長
誼
寺
鳳
京
都
捌
闘
に
在
つ

に
し
て
越
中
箪
先
づ
奔
潰
し
、
能
資
の
士
卒
ま
た
死
一
て
、
録
音
宗
に
臨
す
る
。
寺
記
に
開
基
係
法
上
人
、

ず
る
者
多
〈
、
英
挫
の
士
加
際
勝
監
・
宇
宙
地
彦
入
一
一
臨
永
三
年
空
銀
法
印
の
再
興
と
す
る
。
能
菅
名
跡
志

郎
等
も
・
樟
幡
に
於
い
て
闘
死
し
た
。
英
辿
後
に
甥
新
一
に
、
『
長
繭
院
に
本
愈
行
基
持
競
作
の
上
品
の
阿
弼
陀

九
郎
を
養
う
て
子
と
な
し
、
薙
髪
し
て
制
限
卜
と
脱
L
、
一
如
来
あ
り
。
』
と
見
え
る
。
こ
の
木
造
上
品
下
生
阿
捕

穴
水
に
残
L
た

。

一

陀

如

来

座

像

は

体

高

入

九

纏

で

、

銀

合

末

期

乃

平

一

室

チ
ョ
ウ
ヒ
デ
ノ
プ
長
秀
信
左
衛
門
尉
。
能
資
一
町
初
期
の
作
と
紹
め
ら
れ
、
そ
の
他
寺
磁
に
紙
本
箸

の
士
。
正
平
六
年
ハ
槻
艇
二
〉
九
周
得
江
石
正
丸
代
長
一
色
慌
賂
槻
脅
像
緊
九
図
鑑
・
横
三
九
樫
が
あ
っ
て
桃

野
彦
三
郎
家
光
の
箪
忠
朕
に
、
同
年
九
月
十
六
日
秀
一
山
乃
主
江
戸
時
代
初
期
の
作
と
認
め
ら
れ
る
。

信
は
、
鹿
島
榔
三
引
保
赤
紙
寺
に
楯
徳
っ
た
吉
見
三
一
チ
ョ
ウ
フ
ヂ
ツ
ラ
長
藤
謹
遇
稿
九
郎
左
衛
門
。

河
守
民
績
を
政
援
せ
ん
路
、
大
津
か
ら
打
出
で
、
=
二
述
慌
の
子
。
足
利
義
持
の
頃
の
人
。

引
保
内
曲
訟
の
製
告
を
取
っ
て
、
旭
中
の
敵
桃
井
刑
一
チ
ョ
ウ
ベ
ン
透
鱗
白
山
本
宮
の
長
定
。
嘉
穂

部
大
輪
直
信
の
箪
と
箪
と
戦
う
た
と
あ
る
o

一
二
年
同
成
四
周
廿
入
日
逝
去
の
こ
と
は
白
山
富
斑
殿

チ
ョ
ウ
フ
ク
イ
ン
長
話
院
羽
咋
郡
筑
多
制
枇
一
講
中
記
録
に
見
え
る
。

の
枇
例
。
初
め
償
枇
の
枇
併
は
頗
る
多
か
っ
た
が
、
一
チ
ョ
ウ
マ
サ
ツ
ラ
長
政
謹
長
朝
挫
の
子
。
逝

戟
闘
の
時
悉
く
退
鱒
し
、
天
正
十
年
前
田
利
家
の
枇
一
橋
三
郎
・
放
策
、
後
に
左
衛
門
尉
と
改
め
た
o
東
鏡

領
二
一
白
石
を
帯
地
し
た
頃
の
寺
家
は
僅
恥
に
ム
ハ
ヶ
寺
一
弘
長
三
年
入
用
十
五
日
銀
内
川
崎
府
軍
宗
寧
親
王
が
鶴
岡

で
あ
っ
た
。
然
る
に
明
隠
三
年
前
回
利
常
が
祉
領
百
一
一
政
生
曾
の
供
奉
人
に
長
雄
架
左
衛
門
三
郎
政
辿
と
あ

五
十
石
を
加
増
し
た
頃
に
主
つ
て
は
、
六
ヶ
寺
中
二
二
る
も
の
是
で
あ
る
。

寺
は
阪
に
無
住
と
な
り
、
長
繭
院
・
正
提
院
・
薬
師
院
・
一
チ
ョ
ウ
マ
サ
ツ
ラ
長
政
謹
活
稽
九
郎
左
衛
門

地
誠
院
を
残
す
の
み
で
あ
っ
た
o
利
常
気
多
目
前
祉
の
一
尉
o
泰
越
の
子
。
足
利
義
政
の
命
を
奉
じ
て
包
馬
に

枇
殿
を
再
興
し
た
時
、
自
ら
こ
の
長
繭
院
に
宿
泊
し
一
室
り
、
臨
仁
二
年
三
周
二
十
日
山
名
宗
金
の
黛
太
悶

た
こ
と
が
あ
る
。
長
編
院
も
亦
今
阪
に
機
械
し
て
ゐ
一
垣
新
兵
衛
と
戦
う
て
敗
死
し
た
こ
と
は
、
臆
仁
記
に

る

。

見

え

る

。

チ

ョ

ウ

フ

ク

ジ

チ

ョ

ウ

マ

サ

ツ

ラ

長

正

連

遁

濡

九

郎

左

衛

門

・

長
福
寺

河
北
部
若
緑
に
在
つ

チ
ヨ

左
短
絡
監
・
遠
江
守
。
凶
抽
出
の
子
で
、
宗
越
の
養
子
と

な
っ
た
。
初
め
鳳
京
都
荒
屋
に
住
し
、
後
に
穴
水
に

移
旬
、
叉
但
馬
の
領
邑
に
居
て
宮
方
に
回
し
、
阿
保

肥
前
入
選
信
詔
寺
と
兵
を
併
せ
て
、
仁
木
部
正
少
弼
・

阿
良
十
郎
左
衛
門
と
戦
う
た
。
長
氏
は
組
先
信
越
か

ら
正
越
ま
で
入
代
、
皆
穴
水
の
提
言
宗
来
迎
寺
を
菩

提
所
と
し
た
が
、
こ
L

に
至
っ
て
鵡
宗
に
臨
し
、
岡

地
税
源
寺
の
大
檀
那
と
な
っ
た
と
い
ふ
。
長
民
が
穴

水
を
線
磁
の
地
と
し
た
こ
と
も
、
正
辿
の
時
か
ら
で

あ
ら
う
。

チ
ョ
ウ
ミ
ツ
ツ
ラ
長
光
護
活
稽
左
馬
助
・
九
郎

左
衛
門
。
恭
辿
の
子
で
、
見
政
法
の
養
子
に
な
っ
た
。

初
め
鳳
京
都
高
瀬
に
住
し
た
が
、
政
法
の
残
し
た
と

き
、
そ
の
嫡
子
秀
辿
向
幼
か
っ
た
か
ら
、
家
を
制
捜
い

で
穴
水
に
移
っ
た
。

チ
ョ
ウ
ミ
ヨ
ウ
窪
明
白
山
本
宮
の
長
更
。
澄

援
の
子
で
、
法
印
に
叙
せ
ら
れ
、
二
十
五
歳
に
し
て

廼
化
し
た
。
大
永
ご
年
七
用
品
u
五
日
澄
明
が
白
山
寺

斑
搬
諮
腕
新
入
衆
を
母
謹
し
た
放
が
・
泊
っ
て
ゐ
る
。

チ
ョ
ウ

εヨ
ウ
ジ
長
明
寺
鳳
京
都
矢
披
に
在

っ
て
、
民
家
東
援
に
毘
す
る
。

チ
ョ
ウ
ム
ネ
ツ
ラ
長
宗
連
活
稽
九
郎
左
衛
門
。

磁
挫
の
衣
子
で
、
日
凶
辿
の
養
子
と
な
り
、
能
管
の

本
領
及
び
深
井
保
を
領
し
た
。
宗
迎
正
平
十
五
年

ハ
延
文
五
〉
足
利
義
訟
の
命
を
奉
じ
て
千
剣
破
械
を
攻

め
た
が
、
城
主
楠
木
正
儀
能
く
防
い
だ
か
ら
、
五
用

品
"
三
日
そ
の
城
下
に
戦
死
し
た
。

チ
ョ
ウ
モ
ト
ツ
ラ
長
元
運
長
越
額
の
嫡
男
で
、

寛
永
五
年
二
周
廿
四
日
生
ま
れ
た
。
小
字
石
千
代
、

後
左
兵
衛
。
寛
文
七
年
浦
野
孫
右
衛
門
事
件
の
長
民

家
中
に
起
っ
た
時
、
元
越
は
蕗
右
衛
門
一
涯
の
推
戴

す
る
厨
と
な
っ
た
を
以
て
、
六
周
そ
の
下
屋
敷
に
盤

底
を
命
ぜ
ら
れ
、
十
一
年
六
周
十
日
強
襲
し
て
一
玄

圃

と
撹
し
、
元
旅
十
年
六
周
十
一
日
七
十
歳
で
夜
。
法

脱
漏
芸
院
、
路
島
郡
出
鵠
滋
東
嶺
寺
に
葬
ら
れ
た
。

チ
ョ
ウ
モ

9
ツ
ラ
長
盛
護
活
穣
九
郎
左
衛
門
。

有
辿
の
子
。
元
弘
の
時
能
管
の
閥
内
大
に
鼠
れ
た
の

で
、
盛
述
は
こ
L
に
居
る
に
塔
へ
ず
、
遁
れ
て
江
沼

郡
塚
谷
保
に
住
し
た
。
建
武
二
年
北
保
氏
の
徐
熊
名

越
太
郎
時
衆
、
越
中
に
下
っ
て
兵
を
風
情
げ
、
野
尻
・

井
口
・
跡
保
・
長
・
富
樫
・
倉
光
諸
氏
と
兵
を
併
せ
て
上

洛
を
謀
っ
た
か
ら
、
後
醍
醐
天
畠
…
は
桃
井
直
常
を
越

は
し
て
之
を
討
せ
し
め
賜
う
た
。
時
に
脱
辿
は
時
余

と
共
に
大
事
寺
域
を
陥
れ
て
之
に
強
っ
た
が
、
直
常

の
軍
中
に
上
木
新
兵
衛
と
い
ふ
者
が
あ
っ
て
、
業
と

蟻
辿
と
親
し
か
っ
た
の
で
、
舗
法
に
納
め
て
桃
井
氏

に
臨
せ
し
め
、
迭
に
腹
背
よ
り
時
飛
を
攻
め
て
彼
を

自
載
せ
し
め
た
。
是
を
以
て
朝
議
峨
挫
の
却
を
賞
し
、

包
馬
・
躍
際
の
数
日
出
を
賜
ひ
、
盛
辿
は
上
凶
に
在
っ

て
天
設
に
奉
仕
し
た
。
此
の
年
館
民
叛
し
て
商
闘
に

退
い
た
が
、
笠
延
元
元
年
文
東
上
し
た
か
ら
、
脱
越

は
脇
屋
義
助
等
と
共
に
防
戦
し
て
敵
す
る
を
得
ず
、

迭
に
露
氏
に
回
し
た
。
太
.
平
記
に
磁
れ
ば
、
正
一
中
二

年
ハ
貞
利
=
一
〉
入
居
細
川
頴
民
の
楠
正
行
と
載
は
ん
が

震
波
向
し
た
時
、
峨
辿
は
宇
都
宮
三
河
入
道
・
佐
々

木
六
郎
判
官
等
と
共
に
、
河
内
に
入
っ
て
藤
井
寺
の

職
に
欝
加
し
、
同
年
十
二
周
以
後
再
び
細
川
泊
氏
・

仁
木
翻
意
と
共
に
正
行
と
戦
う
た
と
し
て
跨
る
。

チ
ョ
ウ
ヤ
長
屋
石
川
端
技
態
庄
に
画
す
る
部

帯
。チ

ョ
ウ
ヤ
朝
屋
三
宮
古
記
に
朝
屋
の
地
名
が

見
え
る
。
後
枇
石
川
郡
の
長
屋
村
と
す
る
も
の
で
あ

ら
う
。チ

ョ
ウ
ヤ
シ
ョ
ウ
蝶
屋
庄
石
川
郡
に
臨
す
る
。

平
家
物
部
議
永
二
年
倶
梨
伽
羅
合
戦
の
僚
に
、
『
木
曾

殿
や
が
て
そ
こ
に
で
静
領
を
よ
せ
ら
れ
け
る
。
多
国

五
四
三


